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負わないものとします。  

本書に含まれている内容は、出荷時の内容を正確に著すよう記述されていますが、

製品の不具合の発見とその改良に伴い、製品および本書の内容は予告なく変更され
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本書の使い方 
インテル® Fortran コンパイラ・オプション・クイック・リファレンス・ガイドには、以下の

情報が含まれています。 

• 本リリースの新しいコンパイラ・オプション 
• すべてのオプションのリスト (アルファベット順) 
• Windows* と Linux* コンパイラ・オプションの対応表 

各コンパイラ・オプションについての詳細は、『インテル® Fortran コンパイラ・ユー

ザーズ・ガイド』の Vol. I と Vol. II および ifort の man ページを参照してください。 

このガイドで説明されているコンパイラ・オプションは、特に明記されている場合を除

いて、IA-32 およびインテル® Itanium® プロセッサの両方で利用可能です。 

表記規則  

"デフォルト" 欄のオン コンパイラが起動される際に、オプションがデフォルトで

有効になっていることを示します。値を指定してオンの状

態にする場合は、その値を括弧で示します。 

"デフォルト" 欄のオフ コンパイラが起動される際に、オプションがデフォルトで

無効になっていることを示します。値を指定してオフの状

態にする場合は、その値を括弧で示します。 
this type style 斜体のモノスペース・フォントで表記されているテキスト

は、ユーザの入力個所を示します。また、新しい用語が

使われた場合にも、その用語を斜体で表記します。 
例えば、-Qoption,str,opts オプションは、コマンド

ラインで次のように指定されます。 
ifort -Qoption,link,-w myprog.f

{value | value} 中括弧と縦線は、複数の項目の選択を示します。すべて

の項目が大括弧で囲まれていない限りは、項目から 1 
つを選択しなければなりません。 

-option parameter オプションにパラメータが必要なことを示します。例え

ば、-Ldir の -L オプションは、dir 内でライブラリを

検索するようにリンカに指示します。 
-option keyword オプションに、keyword 値を 1 つ指定する必要があるこ

とを示します。 
-option [keyword] オプションに、keyword 値を指定できることを示します。

-option[n] [ ] 内の値にさまざまな値を指定するか、または省略する

ことができます。例えば、-unroll[n] オプションの場
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合、n に 0 以上の値を指定するか、または省略すること

ができます。 
-option[-] オプションの 後に "-" が付いている場合、オプションは

無効になります。例えば、-ansi_alias- は -
ansi_alias オプションを無効にします。 

-[no]option オプションの前に "no" が付いている場合、オプションは

無効になります。例えば、-[no]altparam の場合、-
altparam はオプションを有効にし、-noaltparam は
オプションを無効にします。 

注 

[no]option は、option のアルファベット順に記載さ

れています。 
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新しいコンパイラ・オプション 
次の表は、本リリースの新しいオプションをリストしています。 

次のラベルが示されたコンパイラ・オプションは、特定のシステムでのみ利用可能で

す。 

ラベル 意味 
i32 IA-32 ベース・システムで利用可能なオプションです。 

i32em インテル® エクステンデッド・メモリ 64 テクノロジ (インテル® EM64T) 対応

の IA-32 ベース・システムで利用可能なオプションです。 

i64 Itanium® ベース・システムで利用可能なオプションです。 

ラベルがない場合、そのオプションはすべてのサポートされているシステムで利用可

能です。 

ラベルに "のみ" とある場合、そのオプションはラベルで示されたシステムでのみ利用

可能です。 

各オプションについての詳細は、『インテル® Fortran コンパイラ・ユーザーズ・ガイド』

の Vol. I と Vol. II および ifort の man ページを参照してください。 

この表で使用されている表記については、「表記規則」を参照してください。 

オプション 説明 デフォルト

-debug keyword デバッグを拡張する設定を指定します (-g 
が必要です)。 
keyword: variable_locations

オフ 

-IPF_fp_relaxed 
(i64 のみ) 

divide や sqrt のような数学関数について、

より高速で少し精度が低いコード・シーケン

スを使用します。厳密な IEEE* 精度と比較

した場合、このオプションを使用すると、関

数で実行される浮動小数点計算の精度が

少し低くなります (通常は、 下位の桁に制

限されます)。 

オフ 

-ipo[n] n はコンパイラが作成するオブジェクト・ファ

イルの数を指定するオプションの整数です。

デフォルトでは、少なくとも 1 つのオブジェク

ト・ファイルが作成されます。 

オフ 
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-ipo_separate ソース・ファイルごとに 1 つのオブジェクト・

ファイルを生成するようにコンパイラに指示

します。このオプションは、-ipon オプショ

ンよりも優先されます。 

オフ 

-openmp_profile OpenMP* アプリケーションの解析を有効に

します。 
このオプションを使用するには、インテル® 
スレッド化ツールの 1 つである、スレッド・プ

ロファイラがインストールされている必要が

あります。スレッド化ツールがインストールさ

れていない場合、このオプションは効果が

ありません。 

オフ 

-tcheck マルチスレッド・アプリケーションの解析を有

効にします。 
このオプションを使用するには、インテル・

スレッド化ツールの 1 つである、インテル® 
スレッド・チェッカーがインストールされてい

る必要があります。スレッド化ツールがイン

ストールされていない場合、このオプション

は効果がありません。 

オフ 
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クイック・リファレンス・ガイド (アルファベット順) 
次の表は、コンパイルに使用できるオプションについて説明しています。各オプション

についての詳細は、『インテル® Fortran コンパイラ・ユーザーズ・ガイド』の Vol. I と 
Vol. II および ifort の man ページを参照してください。 

次のラベルが示されたコンパイラ・オプションは、特定のシステムでのみ利用可能で

す。 

ラベル 意味 
i32 IA-32 ベース・システムで利用可能なオプションです。 

i32em インテル® エクステンデッド・メモリ 64 テクノロジ (インテル® EM64T) 対
応の IA-32 ベース・システムで利用可能なオプションです。 

i64 Itanium® ベース・システムで利用可能なオプションです。 

ラベルがない場合、そのオプションはすべてのサポートされているシステムで利用可

能です。 

ラベルに "のみ" とある場合、そのオプションはラベルで示されたシステムでのみ利用

可能です。 

このバージョンで追加されたオプションは、(*新規) としてマークされています。機能の

変更はない新規のキーワードが追加された場合、そのキーワード値の周辺にこの

マークが表示されます。新規のキーワードによって機能が追加される場合は、この

キーワードを持つオプションは別のエントリに配置され、(*新規) としてマークされます。 

この表で使用されている表記については、「表記規則」を参照してください。 

オプション 説明 デフォルト 
-1 DO ループの反復を少なくとも 

1 回実行します (-onetrip オ
プションと同じです)。このオプ

ションは、-f66 と同じ効果があ

ります。 

オフ 

-66 FORTRAN-66 セマンティクス

を使用するようにコンパイラに

指示します (-f66 オプションと

同じです)。 

-nof66

-72, -80, -132 各固定形式ソース行のステート -72
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メント・フィールドの終点を、列

番号 72、80、または 132 とし

て処理します。オプション -132 
は、-extend_source オプ

ションと同じです。 
-align keyword データ項目をアライメントする方

法をコンパイラに指示します。 
keyword: all, none,  
[no]commons,  
[no]dcommons,  
[no]records,  
recnbyte,  
[no]sequence 
これらのキーワードの詳細は、

ユーザーズ・ガイドまたは 
ifort の man ページを参照し

てください。 

-align 
nocommons 
-align 
nodcommons 
-align 
records 
-align 
nosequence

-ansi_alias- プログラムが Fortran 95 標準

の別名規則に準拠していないと

仮定するようにコンパイラに指

示します。 

-ansi_alias

-arch keyword 
(i32 のみ) 

コンパイラが命令を生成する

アーキテクチャのバージョンを

決定します。 
keyword: 
pn1 - インテル® Pentium® プ
ロセッサ向けに 適化します。 
pn2 - インテル Pentium Pro プ
ロセッサ、インテル Pentium II 
プロセッサ、およびインテル 
Pentium III プロセッサ向けに

適化します。 
pn3 - -arch pn2 オプション

を指定した場合と同じです。 
pn4 - インテル Pentium 4 プロ

セッサ向けに 適化します。 
SSE - ストリーミング SIMD 拡
張命令 (SSE) をサポートする

インテル Pentium 4 プロセッサ

向けに 適化します。 
SSE2 - ストリーミング SIMD 拡
張命令 2 (SSE2) をサポートす

-arch pn4

6 
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るインテル Pentium 4 プロセッ

サ向けに 適化します。 
-assume keyword コンパイラによって行われる仮

定を指定します。 
keyword: none, [no]bscc, 
[no]buffered_io,  
[no]byterecl,  
[no]cc_omp,  
[no]dummy_aliases, 
[no]minus0,  
[no]protect_constants, 
[no]source_include,  
[no]underscore 
-openmp が指定された場合、

-assume cc_omp が設定さ

れます。 
これらのキーワードの詳細は、

ユーザーズ・ガイドまたは 
ifort の man ページを参照し

てください。 

オフ 
(-assume none)

-auto SAVE として宣言されていない

変数をランタイム・スタックに配

置します (-automatic また

は -nosave と同じです)。 
-recursive または -
openmp を指定した場合、デ

フォルトは -auto です。 

-auto_scalar

-auto_ilp32 
(i32em, i64) 

32 ビット・アドレス空間を超える

ことができない (32 ビット・ポイ

ンタを使用する) アプリケーショ

ンを指定します。このオプション

を使用するには、-ipo も指定

する必要があります。 

インテル EM64T システムで

は、-xP または -axP も指定し

ない限り、このオプションは効

果がありません。 

32 ビット・アドレス空間 (2**32) 
を超えることができるプログラ

ムで -auto_ilp32 オプション

を使用すると、プログラム実行

オフ 
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時に予期しない問題が発生す

ることがあります。 
-auto_scalar INTEGER、REAL、

COMPLEX、または LOGICAL 
組み込み型のローカル・スカラ

変数を、AUTOMATIC にしま

す。このオプションと一緒に -
save、-auto または -
automatic を指定することは

できません。 

-recursive  
または  
-openmp が指定

されていない限り

オン 

-autodouble REAL 変数を REAL (KIND=8) 
として定義します。このオプショ

ンは、-r8 を指定するのと同じ

です。 

オフ 

-automatic SAVE として宣言されていない

変数をランタイム・スタックに配

置します (-auto または -
nosave と同じです)。 
-recursive または -
openmp を指定した場合、デ

フォルトは -auto です。 

-auto_scalar

-ax{K|W|N|B|P} 
(i32, i32em) 

パフォーマンス上の利点がある

場合、プロセッサ固有のコード

を生成します。 プロセッサの種

類は以下の値のいずれか 1 つ
で示されます。 

K - インテル Pentium III およ

び互換性のあるインテル® プロ

セッサ。 

W - インテル Pentium 4 プロ

セッサおよび互換性のあるイン

テル・プロセッサ。 

N - インテル Pentium 4 プロ

セッサおよび互換性のあるイン

テル・プロセッサ。 

B - インテル Pentium M プロ

セッサおよび互換性のあるイン

オフ 
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テル・プロセッサ。 

P - ストリーミング SIMD 拡張命

令 3 (SSE3) をサポートするイン

テル Pentium 4 プロセッサ。 

インテル EM64T システムで

は、-axP および -axW オプ

ションのみ利用できます。 

詳細は、ユーザーズ・ガイドま

たは ifort の man ページを

参照してください。 
-Bdynamic ランタイム時にライブラリの動的

リンクを有効にします。静的なリ

ンクに比べ、実行ファイルは小

さくなります。 

オフ 

-Bstatic ユーザのライブラリとの静的リ

ンクを有効にします。 
オフ 

-c オブジェクト (.o) ファイルへの

コンパイルのみ行い、リンクを

行わないようにコンパイラに指

示します。 

オフ 

-CB 配列の添字および部分文字列

の参照が宣言された範囲内で

あることを確認するランタイム・

チェックを行います。-check 
bounds オプションと同じです。

オフ 

-ccdefault keyword ユニット 6 および * で使用され

るキャリッジ制御の種類を指定

します。 
keyword: default, 
fortran, list, または none
デフォルト設定は -vms オプ

ションの影響を受ける場合があ

ります。 
これらのキーワードの詳細は、

ユーザーズ・ガイドまたは 
ifort の man ページを参照し

てください。 

-ccdefault 
default

-check keyword ランタイム時の状態を確認しま オフ 
(-nocheck  
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す。 
keyword: all, none, 
[no]arg_temp_created, 
[no]bounds, [no]format, 
[no]output_conversion 
これらのキーワードの詳細は、

ユーザーズ・ガイドまたは 
ifort の man ページを参照し

てください。 

または  
-check none) 

-cm 問題のありそうなプログラミング

に対するすべてのメッセージを

非表示にします (-warn 
nousage オプションと同じで

す)。 

オフ (-nocm) 

-common_args プロシージャへの仮引数が他

の仮引数と、または参照結合、

ホスト結合、または共通ブロック

を使用して共有した変数とメモ

リ位置を共有していると仮定す

るようにコンパイラに指示しま

す。-assume 
dummy_aliases を指定した

場合と同じです。 

オフ (-no 
common_args) 

-complex_limited_ 
range[-]

複素数のデータ・タイプを使用

するいくつかの算術演算で、基

本代数展開の使用を有効にし

ます。このオプションを使用する

と、複素数算術を多く使用する

プログラムにおいてパフォーマ

ンスが向上する場合がありま

す。ただし、指数範囲の極値が

正しく計算されない可能性があ

ります。 

オフ 
(-complex_ 
limited_ 
range-) 

-convert keyword 数値データが含まれている書

式なしファイルの形式を指定し

ます。 
keyword: big_endian, 
cray, fdx, fgx, ibm, 
little_endian, native, 
vaxd, vaxg

-convert 
native

-cpp コンパイル前に Fortran プリプ

ロセッサをソース・ファイルで実

オフ (-nocpp) 
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行します (-fpp オプションと同

じです)。 
-Dname 
-Dname[=value]

name を条件付きコンパイル・

ディレクティブまたは Fortran プ
リプロセッサ (-fpp) で使用す

る定義として指定します。

value は整数、または二重引

用符で区切られた文字列のい

ずれかです (例えば、 
-Dname="string")。定義が

ない場合、name は "1" として

定義されます。 

オフ 

-d_lines ソース・コードの列 1 の文字 D 
で示されたデバッグ文をコンパ

イルします。-DD を指定した場

合と同じです。 

オフ  
(-nod_lines) 

-DD ソース・コードの列 1 の文字 D 
で示されたデバッグ文をコンパ

イルします。-d_lines を指定

した場合と同じです。 

オフ 

-debug keyword  
(*新規) 

デバッグを拡張する設定を指定

します。これらのオプションを使

用するには、-g も指定する必

要があります。 
keyword: variable_locations 
このキーワードの詳細は、ユー

ザーズ・ガイドまたは ifort の 
man ページを参照してくださ

い。 

オフ 

-double_size size DOUBLE PRECISION 型およ

び DOUBLE COMPLEX 型の

宣言、定数、関数、および組み

込み関数のサイズを定義しま

す。 
size は、64 または 128 のい

ずれかです。 

-double_size 
64

-dryrun ドライバ・ツール・コマンドを表示

します。ツールを実行しません。

オフ  
(-nodryrun) 

-dynamic-
linkerfile

デフォルト以外の file のダイ

ナミック・リンカを指定します。 
オフ 

-dyncom "a,b,c" ランタイムで指定された オフ 
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COMMON ブロックの動的割り

当てを有効にします。引用符が

必要です。 
-E 出力を stdout に送るように 

Fortran プリプロセッサに指示し

ます。 

オフ 

-e90 非標準 Fortran 90 に対して、

警告の代わりにエラーを表示し

ます。 

オフ 

-e95 非標準 Fortran 95 に対して、

警告の代わりにエラーを表示し

ます。 

オフ 

-EP #line ディレクティブを省略し

て、出力を stdout に送るように 
Fortran プリプロセッサに指示し

ます。 

オフ 

-[no]error_limit n コマンドラインで指定した 1 つ
のファイルで許容されるエラー

または致命的なエラーの数の

大値を指定します。-
noerror_limit を指定する

と、許容されるエラーの数に制

限はありません。 

-error_limit 
30

-extend_source 
[size]

固定形式ソース・ファイルのス

テートメント・フィールドの終点を

制御するために、列番号を指定

します。 
size は、72、80、または 132 
のいずれかです。 
-noextend_source を指定

すると、列のサイズは 72 です。

-extend_source をサイズ 
(size) なしで指定すると、-
extend_source 132 を指

定した場合と同じになります。 

オフ (-no 
extend_source)

-F 出力をファイルに送るように 
Fortran プリプロセッサに指示し

ます (-preprocess_only 
および -P オプションと同じで

す)。このオプションを使用する

には、-fpp も指定する必要が

オフ 
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あります。 
-f66 FORTRAN-66 セマンティクス

を使用するようにコンパイラに

指示します。デフォルトの場合、

Fortran 95 セマンティクスが使

用されます。 
詳細は、ユーザーズ・ガイドま

たは ifort の man ページを

参照してください。 

オフ (-nof66) 

-f77rtl インテル Fortran の代わりに 
FORTRAN 77 のランタイム動

作を使用するようにコンパイラ

に指示します。 
詳細は、ユーザーズ・ガイドま

たは ifort の man ページを

参照してください。 

オフ 
(-nof77rtl)

-fast プログラム全体の速度を 大

限にします。 

Itanium ベース・システムでは、

-O3、-ipo、および -static 
オプションが設定されます。IA-
32 システムおよびインテル 
EM64T システムでは、-O3、-
ipo、-static、および -xP 
オプションが設定されます。 

IA-32 システムでは、-xP オプ

ション付きでコンパイルされたプ

ログラムは非互換のプロセッサ

を検出し、実行時にエラー・メッ

セージを出力する点に注意して

ください。 

オフ (-nofast) 

-fcode_asm オプションのマシン・コード注釈

を含むアセンブリ・ファイルを生

成します。このオプションを使用

するには、-S も指定する必要

があります。 

オフ 

-FI ソース・ファイルが固定形式で

あることを指定します (-fixed 
オプションと同じです)。 

オフ 
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-fixed ソース・ファイルが固定形式で

あることを指定します (-FI オ
プションと同じです)。デフォルト

では、ソース・ファイルの形式は

ファイル・サフィックスによって

決定されます。 

オフ 

-fltconsistency 浮動小数点の一貫性を向上さ

せます。デフォルト設定では、

浮動小数点数の結果の一貫性

が多少損なわれますが、精度と

ランタイム・パフォーマンスが向

上します。 
詳細は、ユーザーズ・ガイドま

たは ifort の man ページを

参照してください。 

オフ (-no 
fltconsisten
cy) 

-fminshared コンパイル単位をメイン・プログ

ラムのコンポーネントとして処理

し、共有可能なオブジェクトの一

部としてリンクしないように指定

します。 

オフ 

-fno-alias プログラム内のエイリアシング

を仮定しないように指定しま

す。 

-falias

-fno-fnalias 関数内のエイリアシングを仮定

しないで、複数の呼び出しにわ

たるエイリアシングを仮定する

ように指定します。 

-ffnalias

-fnsplit 
(i64 のみ) 

-prof_use も指定されている

場合に関数分割を有効にしま

す。指定されていない場合、デ

フォルト値ではルーチン内の分

割は無効になりますが、関数の

グループ化は有効なままです。 

オフ 
(-fnsplit-) 

-fp 
(i32, i32em) 

EBP レジスタを汎用レジスタで

はなくスタック・フレーム・プリン

タとして使用できるようにしま

す。 

オフ (-fp-) 

-fp_port 
(i32 のみ) 

浮動小数点演算の後に、浮動

小数点の結果を丸めます。そ

のため、代入時と型変換時に

ユーザが宣言した精度に丸め

オフ 
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られます。速度に多少影響があ

ります。 
デフォルトでは、浮動小数点演

算の結果を高精度で維持しま

す。これにより、浮動小数点演

算の結果の一貫性が多少損な

われますが、より良いパフォー

マンスを得ることができます。 
-fpconstant 倍精度変数に代入された単精

度定数のために、精度を倍精

度に拡張するようにコンパイラ

に指示します。 

オフ(-
nofpconstant) 

-fpen メイン・プログラムのランタイム

時の浮動小数点例外処理を制

御します。n は、0、1、または 3 
のいずれかです。 
0 - 浮動小数点アンダーフロー

の結果をゼロに設定します。他

の浮動小数点例外は、実行を

終了します。 
1 - 浮動小数点アンダーフロー

の結果をゼロに設定します。他

の浮動小数点例外は、例外値 
(符号付き無限大または NaN) 
を生成して、実行を続けます。 
3 - すべての浮動小数点例外

は、例外値 (符号付き無限大、

デノーマル、または NaN) を生

成して、実行を続けます。-ftz 
も参照してください。 

-fpe3

-fpic 位置に依存しないコードを生成

します。-fPIC として指定する

こともできます。 
Itanium ベース・システムで共

有オブジェクトをビルドする場

合、このオプションを必ず使用

する必要があります。 

オフ 

-fpp コンパイル前にソース・ファイル

で Fortran プリプロセッサを実

行します。  

オフ  

-fpscomp 
[keyword]

Microsoft* Fortran all および 
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PowerStation またはインテル 
Fortran との互換性のレベルを

指定します。 
keyword: all, none, 
[no]filesfromcmd, 
[no]general, 
[no]ioformat, [no]libs, 
[no]ldio_spacing, 
[no]logicals 
これらのキーワードの詳細は、

ユーザーズ・ガイドまたは 
ifort の man ページを参照し

てください。 

nolibs: 
-fpscomp libs

その他: 
-fpscomp none

-fpstkchk 
(i32 のみ) 

FP (浮動小数点) スタックが予

測された状態であることを保証

するためにすべての関数呼び

出しの後に補足コードを生成し

ます。デフォルトでは、チェック

は行われません。 
詳細は、ユーザーズ・ガイドま

たは ifort の man ページを

参照してください。 

オフ 

-FR ソース・ファイルが自由形式で

あることを指定します (-free 
オプションと同じです)。 

ソース・ファイルの

拡張子に基づきま

す。 
-fr32 
(i64 only) 

上位の浮動小数点レジスタの

使用を無効にします。浮動小数

点レジスタのうち下位 32 個だ

けを使用します。 

オフ 

-free ソース・ファイルが自由形式で

あることを指定します (-FR オ
プションと同じです)。デフォルト

では、ソース・ファイルの形式は

ファイル・サフィックスによって

決定されます。 

オフ 

-fsource_asm オプションのマシン・コード注釈

を含むアセンブリ・ファイルを生

成します。このオプションを使用

するには、-S も指定する必要

があります。 

オフ 

-ftz 浮動小数点アンダーフローの

結果をゼロに設定します。 
オフ 
(-ftz-)
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Itanium ベース・システムでは、

-O3 オプションを指定すると -
ftz オプションが設定されま

す。 
-fverbose-asm コンパイラ注釈を含むアセンブ

リ・ファイルを生成します。コン

パイラ注釈には、オプションや

バージョン情報などが含まれて

います。このオプションを使用

するには、-fverbose-asm 
を設定する -S オプションも指

定する必要があります。-S を
指定するときに、このデフォルト

設定を適用したくない場合は -
fnoverbose-asm を指定しま

す。 

オフ 
(-fnoverbose-
asm)

-
fvisibility=keywo
rd 
-fvisibility-
keyword 
=file

初の形式は、グローバル・シ

ンボルのデフォルトの可視属性

を指定します。 

2 番目の形式は、ファイル内に

あるシンボルの可視属性を指

定します (この形式は 初の形

式よりも優先されます)。 
file は、設定するシンボルの

リストを含むファイルのパス名

です。シンボルは、空白 (空白、

タブ、改行) で区切られます。 

keyword: external, 
default, protected, 
hidden, and internal 
これらのキーワードの詳細は、

ユーザーズ・ガイドまたは 
ifort の man ページを参照し

てください。 

オフ 

-g シンボリック・デバッグ情報をオ

ブジェクト・ファイル内に生成し

ます。このコンパイラでは、アセ

ンブリ・ファイル中にデバッグ情

報を生成できません。-g オプ

ションを指定すれば、アセンブ

オフ 
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リ・ファイルには含まれないデ

バッグ情報が、生成されるオブ

ジェクト・ファイルには含まれる

ことになります。 

IA-32 システムでは、-g または 
-O0 オプションを指定すると、

自動的に -fp オプションが有

効になります。詳細は、『インテ

ル® Fortran コンパイラ・ユー

ザーズ・ガイド Vol II』の「 適

化とデバッグ」を参照してくださ

い。 
-help コンパイラ・オプションのリストを

出力します。 
オフ 

-Idir モジュール・ファイル (USE 文) 
およびインクルード・ファイル 
(INCLUDE 文) を検索するディ

レクトリを、インクルード・パスに

追加します。 

オフ 

-i_dynamic インテルのライブラリを動的にリ

ンクします。 
オフ 

-i{2|4|8} 整数および論理変数のデフォ

ルトのサイズを 2、4、または 8 
バイトに指定します (-
integer_size 
{16|32|64} と同じです)。 

-integer size 
32

-implicitnone 変数のデフォルト型を未定義 
(IMPLICIT NONE) に設定しま

す。-u オプションと同じです。 

オフ 

-inline_debug_info インライン・コードの拡張ソース

位置情報を出力します。関数呼

び出しのトレースバックに役立

つ拡張デバッグ情報も提供しま

す。デバッグ用にこのオプション

を使用するには、-g も指定す

る必要があります。 

オフ 

-intconstant Fortran 95/90 セマンティクスで

はなく、FORTRAN 77 セマン

ティクスを使用して整数定数の 
KIND を決定するようにコンパ

オフ 
(-no 
intconstant) 
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イラに指示します。 
-integer_size size 整数および論理変数のデフォ

ルトのサイズを指定します。

size は、16、32、または 64 
のいずれかです。 

-integer size 
32

-ip 単一ファイルのプロシージャ間

の 適化を有効にします。この

オプションを指定すると、コンパ

イラは現在のソース・ファイル内

で定義されている関数への呼

び出しについて関数のインライ

ン展開を実行します。 

オフ 

-ip_no_inlining -ip によって有効にされた全体

または部分的なインライン展開

を無効にします。このオプション

を使用するには、-ip または -
ipo を指定する必要がありま

す。 

オフ 

-ip_no_pinlining 部分的なインライン展開を無効

にします。このオプションを使用

するには、-ip または -ipo を
指定する必要があります。 

オフ 

-IPF_fltacc 
(i64 のみ) 

浮動小数点の精度に影響を与

える 適化を無効にします。デ

フォルト設定では、コンパイラは

浮動小数点の精度を低下する

適化を適用する場合があり

ます。-IPF_fltacc または -
mp を使用して浮動小数点の精

度を高める場合、いくつかの

適化を無効にしなければなりま

せん。 

オフ 
(-IPF_fltacc-)

-IPF_flt_eval_ 
method0 
(i64 のみ) 

プログラムで宣言された変数型

によって指定された精度で、浮

動小数点式の演算子に関する

表現を評価するようにコンパイ

ラに指示します。デフォルトで

は、中間浮動小数点式は高い

精度で保たれます。 

オフ 

-IPF_fma 
(i64 のみ) 

浮動小数点乗算と加算/減算の

組み合わせを有効にします。ま

オフ 
(-IPF_fma-) 
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た、浮動小数点積和/積差演算

を 1 つの演算命令で行うことを

有効にします。コンパイラは可

能な限り、これらの演算を縮約

します。しかし、-mp が指定さ

れると、これらの縮約は無効に

なります。 
-IPF_fp_relaxed  
(*新規) 
(i64 のみ) 

divide や sqrt のような数学関

数について、より高速で少し精

度が低いコード・シーケンスを

使用します。厳密な IEEE* 精
度と比較した場合、このオプ

ションを使用すると、関数で実

行される浮動小数点計算の精

度が少し低くなります (通常は、

下位の桁に制限されます)。 

オフ 
(-
IPF_fp_relax
ed-) 

-
IPF_fp_speculation 
mode 
(i64 のみ) 

次のいずれかのモード (mode) 
で、浮動小数点演算のスペキュ

レーションを設定します。 
fast: 浮動小数点演算をスペ

キュレーションします。 
safe: 安全な場合のみ浮動小

数点演算のスペキュレーション

を有効にします。 
strict: off を指定した場合

と同じです。 
off: 浮動小数点演算のスペ

キュレーションを無効にします。 

-IPF_fp_ 
speculation 
fast

-ipo[n] (ファイル間の) マルチファイル 
IPO を有効にします。このオプ

ションを指定すると、コンパイラ

は別々のファイル内で定義され

ている関数への呼び出しにつ

いて関数のインライン展開を実

行します。 

n はコンパイラが作成するオブ

ジェクト・ファイルの数を指定す

るオプションの整数です。0 以
上のすべての整数が有効で

オフ 
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す。 

n が 0 の場合、コンパイラはオ

ブジェクト・ファイルの推定サイ

ズに基づいて 1 つ以上のオブ

ジェクト・ファイルを作成するか

どうかを決定します。小さなアプ

リケーションでは 1 つのオブ

ジェクト・ファイルを、大きなアプ

リケーションでは 2 つ以上のオ

ブジェクト・ファイルを生成しま

す。 

n が 1 以上の場合、コンパイラ

は n 個のオブジェクト・ファイル

を生成します。ただし、n がソー

ス・ファイルの数 (m) よりも大き

な場合、コンパイラは m 個のオ

ブジェクト・ファイルしか生成し

ません。 

n を指定しない場合、デフォルト

は 1 です。 
-ipo_c 後のリンク段階で使用できるマ

ルチファイル・オブジェクト・ファ

イル (ipo_out.o) を生成しま

す。 

オフ 

-ipo_obj 実際のオブジェクト・ファイルを

生成します。このオプションを使

用するには、-ipo を指定する

必要があります。 

オフ (-ipo_obj-)

-ipo_S 後のリンク段階で使用できるマ

ルチファイル・アセンブリ・ファイ

ル (ipo_out.s) を生成しま

す。 

オフ 

-ipo_separate  
(*新規) 

ソース・ファイルごとに 1 つのオ

ブジェクト・ファイルを生成する

ようにコンパイラに指示します。

このオプションは、-ipon オプ

ションよりも優先されます。 

オフ 

-ivdep_parallel 
(i64 のみ) 

IVDEP ディレクティブの後の オフ 



Linux* 版インテル® Fortran コンパイラ・オプション・クイック・リファレンス 

ループにループ・キャリー・メモ

リ依存がないことをコンパイラに

通知します。 
-Kpic これは古いオプションです。-

KPIC として指定することもでき

ます。このオプションの代わりに 
-fpic を使用してください。 

オフ 

-Ldir 標準ディレクトリを検索する前

に、dir 内のライブラリを検索

するようにリンカに指示します。 

オフ 

-lowercase 識別子内の大文字・小文字の

違いを無視し、外部名を小文字

に変換するようにコンパイラに

指示します (-names 
lowercase オプションと同じ

です)。 

オン 

-logo コンパイラのバージョン情報を

表示します。 
オフ (-nologo) 

-mixed_str_len_arg 文字引数の隠された文字長を、

引数リストの対応する文字引数

の直後に配置するようにコンパ

イラに指示します。デフォルトで

は、隠された文字長は、引数リ

ストの終わりにシーケンシャル

順で配置されます。 

オフ 
(-no 
mixed_str_len
_arg) 

-module dir モジュール・ファイル (ファイル

拡張子は .mod) を作成したと

きに、格納したり、(USE 文で) 
検索したりするディレクトリ 
(dir) を指定します。 

オフ 

-mp 浮動小数点の精度を維持しま

す (一部の 適化を無効にする

必要があります)。精度は宣言

された水準が保たれます。ま

た、浮動小数点演算の処理は、

ANSI* および IEEE 標準にほ

ぼ準拠する結果となります。 

このオプションは、ほとんどのプ

ログラムのパフォーマンスに不

利に働きます。目的のアプリ

オフ 
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ケーションにこのオプションが必

要かどうかよくわからない場合

は、このオプションを指定した場

合と指定しない場合で実際にプ

ログラムをコンパイルし、実行し

て、パフォーマンスと精度に対

する効果を評価してみてくださ

い。 
-mp1 浮動小数点の精度を向上しま

す。このオプションは、-mp より

も禁止される 適化処理が少

なく、パフォーマンスに与える影

響も小さくなります。 

オフ 

-names keyword ソースコード識別子と外部名を

どのように解釈するかを指定し

ます。 
keyword: as_is, 
lowercase, uppercase 
これらのキーワードの詳細は、

ユーザーズ・ガイドまたは 
ifort の man ページを参照し

てください。 

-names 
lowercase

-nbs バックスラッシュ文字をエスケー

プ文字ではなく、通常の文字と

して処理するようにコンパイラに

指示します (-assume nobscc 
オプションと同じです)。 

オン 

-no_cpprt C++ ランタイム・ライブラリをリ

ンクしないようにします。 
オフ 

-noalign データ項目のアライメントを抑

止します。-align none を指

定した場合と同じです。 

オフ (-align) 

-noaltparam パラメータ定数宣言の代替形式

を識別しないように指定します。

オフ (-
altparam) 

-nobss_init 明示的にゼロに初期化される変

数を DATA セクションに配置し

ます。デフォルトでは、明示的に

ゼロに初期化される変数は 
BSS セクションに配置されます。

オフ 

-nodefaultlibs リンク時に標準ライブラリを使

用しないようにします。 
オフ 
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-nodefine すべてのプリプロセッサ定義を 
-fpp のみに適用し、インテル 
Fortran の条件付きコンパイ

ル・ディレクティブに適用しない

ように指定します。 

オフ 

-nodps パラメータ定数宣言 (括弧なし) 
の代替形式を識別しないように

指定します (-noaltparam オ
プションと同じです)。 

オフ (-dps) 

-nofor_main メイン・プログラムが Fortran で
記述されていない場合に指定

し、for_main.o をアプリケー

ションにリンクしないようにコン

パイラに指示します。 

オフ (-
for_main) 

-noinclude INCLUDE 文で指定されたファ

イルを /usr/include で検

索しないようにします。このオプ

ションは -Idir オプションと一

緒に指定できます。このオプ

ションは、cpp(1) 動作に影響

を与えません。また、Fortran 
95 および Fortran 90 の USE 
文とも関係ありません。 

オフ 

-nolib_inline 組み込み関数のインライン展開

を無効にします。 
オフ 

-nostartfiles リンク時に標準起動ファイルを

使用しないようにコンパイラに

指示します。 

オフ 

-nostdinc インクルード・ファイルの検索パ

スから標準ディレクトリを除外し

ます (-X オプションと同じです)。

オフ 

-nostdlib リンク時に標準ライブラリおよび

標準起動ファイルを使用しない

ようにコンパイラに指示します。 

オフ 

-nus ユーザ定義の外部名に下線文

字を追加しないようにコンパイ

ラに指示します。 
このオプションは、-assume 
nounderscore オプションと同

じで、-us オプションと逆です。 

オン 

-oname 出力ファイルの名前 (name) を オフ 
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次のように指定します。 
-c が指定されている場合、-o 
はオブジェクト・ファイルの名前

を指定します。 
-S が指定されている場合、-o 
はアセンブリ・リスト・ファイルの

名前を指定します。 
上記以外の場合、-o は実行

ファイルの名前を指定します。 
-O0 -On で指定した 適化を無効に

します。IA-32 システムおよびイ

ンテル EM64T システムでは、

このオプションを指定すると -fp 
オプションが設定されます。 

オフ 

-O1 IA-32 システムおよびインテル 
EM64T システムでは、速度の

適化を有効にします。組み込

み関数の認識と -fp オプション

を無効にします。このオプション

は、-O2 オプションと同じです。 

Itanium ベース・システムでは、

サーバ・アプリケーションの

適化を有効にします (フラット・

プロファイルの直列型コードお

よび分岐型コード)。速度の

適化を有効にし、コードサイズ

も抑えるようにします。例えば、

このオプションを使用すると、ソ

フトウェアのパイプライン化と

ループのアンロールが無効に

なります。 

オフ 

-O2 または -O デフォルトの 適化オプション

です。ただし、-g が指定されて

いる場合、-O0 がデフォルトに

なります。 

IA-32 システムおよびインテル 
EM64T システムでは、このオ

プションは -O1 オプションと同

じです。 

オン 
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Itanium ベース・システムでは、

-O2 オプションはグローバル・

コード・スケジューリング、ソフト

ウェアのパイプライン化、プレ

ディケーション、およびスペキュ

レーションを含む速度の 適化

を有効にします。 

これらのシステム上では、組み

込み関数のインライン展開が有

効になります。また、パフォーマ

ンスの向上のために次の機能

も有効にします: 定数伝播、コ

ピー伝播、不要コードの排除、

グローバル・レジスタ割り当て、

グローバル命令スケジューリン

グ、スペキュレーション・コント

ロール、ループのアンロール、

コード選択の 適化、部分冗長

の排除、ストレングス・レダク

ション/誘導変数の簡略化、変

数名の変更、例外処理の 適

化、末端再帰、ピープホールの

適化、構造体代入の低下お

よび 適化、不要ストアの排除

の各機能が使用されます。 
-O3 -O2 の 適化に加えて、プリ

フェッチ、スカラ置換、および

ループ変換などのより強力な

適化を有効にします。 大実行

速度に 適化を行いますが、

ループ変換およびメモリアクセ

ス変換が行われない限り、パ

フォーマンスが向上しない場合

があります。 

IA-32 システムおよびインテル 
EM64T システムで -O3 オプ

ションを -ax および -x オプ

ションと組み合わせて使用する

と、-O2 よりも詳細にデータの

依存性を分析します。そのた

オフ 
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め、コンパイル時間が長くなる

場合があります。 

Itanium ベース・システムでは、

-O3 オプションは技術計算を行

うアプリケーション (ループを多

用するコード) の 適化、つまり

ループとデータ・プリフェッチの

適化を有効にします。 
-onetrip DO ループの反復を少なくとも 1 

回実行します (-1 オプションと

同じです)。このオプションは、-
f66 と同じ効果があります。 

オフ 

-openmp パラレライザが OpenMP* ディ

レクティブに基づいてマルチス

レッド・コードを生成できるように

します。このコードは、単一プロ

セッサ・システムとマルチプロ

セッサ・システムの両方で並列

実行が可能です。 
-openmp オプションは、-O0 
( 適化なし) と任意の 適化レ

ベル -On で動作します。 
-openmp と -O0 を指定する

と、OpenMP アプリケーション

のデバッグに役立ちます。 

オフ 

-openmp_profile  
(*新規) 

OpenMP アプリケーションの解

析を有効にします。 
このオプションを使用するに

は、インテル® スレッド化ツー

ルの 1 つである、スレッド・プロ

ファイラがインストールされてい

る必要があります。スレッド化

ツールがインストールされてい

ない場合、このオプションは効

果がありません。 

オフ 

-openmp_ 
report[n]

OpenMP パラレライザの診断

メッセージのレベルを制御しま

す。n は、0、1、または 2 のい

ずれかです。 
0 - 診断情報を表示しません。 

-openmp 
_report1
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1 - 正常に並列化されたルー

プ、領域、およびセクションを示

す診断を表示します。 
2 - -openmp_report1 の診

断に加えて、正常に処理された 
MASTER 構造、SINGLE 構
造、CRITICAL 構造、

ORDERED 構造、ATOMIC 
ディレクティブなどを示す診断を

表示します。 
-openmp_stubs シーケンシャル・コードを生成す

るようにコンパイラに指示しま

す。OpenMP ディレクティブは

無視され、スタブ OpenMP ライ

ブラリがリンクされます。 

オフ 

-opt_report 適化レポートを生成して 
stderr に送るようにコンパイ

ラに指示します。 

オフ 

-opt_report_file 
file

適化レポートを生成して名前

を file にするようにコンパイ

ラに指示します。 

オフ 

-opt_report_help レポートの作成に利用可能な

適化機構の論理名をリストし

ます (-opt_report_phase 
用)。 

オフ 

-opt_report_level 
level

適化レポートの詳細レベルを

指定します。 
level は min、med、または 
max のいずれかです。 

-opt_report_ 
levelmin

-opt_report 
_phasephase

レポートを生成する 適化

フェーズを指定します。コンパイ

ラは phase で指定した 適化

機構のレポートを生成します。

複数の 適化機構のレポート

を作成するために同じコマンド

ライン上に複数回、オプションを

使用できます。現在、次の 適

化機構レポートがサポートされ

ています。 

ipo •  プロシージャ間の 適化

オフ 
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機構 
hlo •  高レベル 適化機構 
ilo •  中間言語スカラ 適化

機構 
ecg •  コード・ジェネレータ 
omp •  Open MP 
all •  すべてのフェーズ 

上記の 適化機構の論理名の 
1 つが phase で指定される

と、その 適化機構からのすべ

てのレポートが作成されます。 
-
opt_report_routine 
[substring]

指定した substring を含む

ルーチンのレポートを作成しま

す。substring が指定されて

いない場合、すべてのルーチン

からのレポートが作成されま

す。 

オフ 

-p gprof(1) を使用して、関数

のプロファイリングができるよう

にコンパイルとリンクを行いま

す。-pg または -qp を指定し

た場合と同じです。 

オフ 

-P 出力をファイルに送るように 
Fortran プリプロセッサに指示し

ます (-preprocess_only 
および -F オプションと同じで

す)。このオプションを使用する

には、-fpp も指定する必要が

あります。 

オフ 

-pad 変数と配列のメモリ・レイアウト

の変更を有効にします。 
オフ (-nopad) 

-pad_source ステートメント・フィールドの幅よ

り短い固定形式のソース・レ

コードに対して、スペースをス

テートメント・フィールドの終わり

に追加するように指定します。

このオプションは、複数のソー

ス・レコードにわたって続く文字

リテラルと Hollerith リテラルの

解釈に影響を与えます。 

オフ (-no 
pad_source) 
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-par_report[n] OpenMP パラレライザの診断

メッセージのレベルを制御しま

す。n は、0、1、2、または 3 の
いずれかです。 

0 - 診断情報を表示しません。 
1 - ループが正常に自動並列

化されたことを示す診断メッ

セージを表示します。並列ルー

プに対して "LOOP AUTO-
PARALLELIZED" メッセージを

出力します。 
2 - ループが正常に自動並列

化されたこと、および不正に自

動並列化されたことを示す診断

メッセージを表示します。 
3 - -par_report2 での診断

メッセージと、自動並列化を妨

げている実証された依存および

推測された依存に関する追加

情報 (並列化されない理由) を
表示します。 

-par_report1

-par_thresholdn 並列でのループの実行が効果

的である可能性に基づいて

ループの自動並列化のしきい

値を設定します。このオプション

は、コンパイル時に計算量が確

定できないループに使用しま

す。しきい値は、通常、ループ

反復回数がコンパイル時に不

明なときに関係します。 
n は、0 から 100 です。 
コンパイラは、作成された複数

のスレッドのオーバーヘッドとス

レッド間を共有できるワーク量

のバランスをとろうとするヒュー

リスティックを適用します。 

-
par_threshold
100

-parallel 並列で安全に実行できるループ

のマルチスレッド・コードを生成

するように自動パラレライザに

指示します。このオプションを使

オフ 
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用するには、-O2 または -O3 も
指定する必要があります。 

-pcn 
(i32, i32em) 

浮動小数点の仮数部の精度を

制御できるようにします。浮動

小数点アルゴリズムの中には、

浮動小数点値の仮数部または

小数部の精度に影響を受けや

すいものがあります。例えば、

除算や平方根の計算のように

反復処理が多いものは、-pcn 
を使用して精度を下げると計算

が速くなる場合があります。 
n は 32、64、または 80 のいず

れかです。 

32 - 仮数部を 24 ビットに丸め

ます  
64 - 仮数部を 53 ビットに丸め

ます  
80 - 仮数部を 64 ビットに丸め

ます 

-pc64

-pg gprof(1) を使用して、関数の

プロファイリングができるように

コンパイルとリンクを行います。

これは -p または -qp を指定

するのと同じです。 

オフ 

-prec_div 
(i32, i32em) 

浮動小数点除算の精度を上げ

ます。速度に多少影響します。-
xK や -xW などを指定して 適

化する場合、コンパイラは浮動

小数点の除算を分母の逆数によ

る乗算に変更します。例えば、

A/B を A * (1/B) として計算

して計算速度を上げます。ただ

し、B が 2126 より大きい場合は 
1/B の値が 0 になります。 

1/B の値を維持しなければなら

ない場合は、-prec_div を使

用して、浮動小数点の除算を乗

算に変換する 適化処理を禁

オフ 
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止してください。-prec_div を
指定すると、精度は上がります

が、若干パフォーマンスが落ち

ます。 
-prefetch- 
(i32 のみ) 

プリフェッチ挿入による 適化

を有効にします。このオプション

を使用するには、-O3 も指定す

る必要があります。 

オフ (-
prefetch) 

-preprocess_only 出力をファイルに送るように 
Fortran プリプロセッサに指示し

ます (-F および -P オプション

と同じです)。このオプションを使

用するには、-fpp も指定する

必要があります。 

オフ 

-prof_dirdir 出力ファイル (*.dyn および 
*.dpi) のプロファイリングに使

用するディレクトリ (dir) を指

定します。 

オフ 

-prof_filefile プロファイリング・サマリ・ファイ

ルのファイル名 (file) を指定

します。 

オフ 

-prof_format_32 
(i32, i64) 

32 ビット・カウンタ付きのプロ

ファイル・データを生成します。

また、以前のバージョンのコン

パイラとの互換性を維持しま

す。デフォルトでは、64 ビット・

カウンタ付きのプロファイル・

データを生成して、多くのイベン

トを処理します。 

オフ 

-prof_gen プロファイリング用にプログラム

をインストルメントします。 
オフ 

-prof_use 適化中にプロファイリング情

報が使用できるようにします。 
オフ 

-Qinstalldir コンパイラのインストール先の

ルート・ディレクトリとして dir 
を設定します。 

オフ 

-Qlocation,str,dir str で指定したツールの場所

として dir を設定します。 
オフ 

-Qoption,str,opts str で指定したツールにオプ

ション (opts) を渡します。ツー

ルには fpp、f、c、link、asm 

オフ 
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(IA-32 システム)、ias 
(Itanium ベース・システム) を
指定できます。 

-qp gprof(1) を使用して、関数

のプロファイリングができるよう

にコンパイルとリンクを行いま

す。-p または -pg を指定した

場合と同じです。 

オフ 

-r8 REAL 型の宣言、定数、関数、

および組み込み関数を 
DOUBLE PRECISION 
REAL*8 として定義し、

COMPLEX 型の宣言、定数、

関数、および組み込み関数を 
DOUBLE COMPLEX 
(COMPLEX*16) として定義し

ます。このオプションは、-
real_size 64 または -
autodouble を指定するのと

同じです。 

オフ 

-r16 REAL 型および DOUBLE 
PRECISION 型の宣言、定数、

関数、および組み込み関数を 
REAL*16 として定義し、

COMPLEX 型および 
DOUBLE COMPLEX 型の宣

言、定数、関数、および組み込

み関数を COMPLEX*32 として

定義します。このオプションは、

-real_size 128 を指定す

るのと同じです。 

オフ 

-rcd 
(i32 のみ) 

浮動小数点から整数への変換

を高速にします。 
浮動小数点数から整数への変

換を含むすべての浮動小数点

計算において、丸めモードから

切り捨てモードへの変更を無効

にします。このオプションを指定

するとパフォーマンスは改善さ

れるかもしれませんが、浮動小

数点から整数への変換処理に

オフ 
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ついては Fortran 言語のセマ

ンティクスに適合しなくなりま

す。 
詳細は、ユーザーズ・ガイドま

たは ifort の man ページを

参照してください。 
-real_size size REAL および COMPLEX 型の

宣言、定数、関数、および組み

込み関数のサイズを定義しま

す。size は、32、64、または 
128 のいずれかです。 

-real_size 
32

-recursive 再帰的な実行が行われる可能

性を念頭に置いて、すべての

ルーチンをコンパイルするよう

に指定します。このオプションは 
-auto オプションを設定しま

す。 

オフ(-
norecursive) 

-reentrancy 
keyword

マルチスレッド・アプリケーショ

ンをサポートする再入力可能

コードを生成するようにコンパイ

ラに指示します。 
keyword: none, threaded, 
async 
これらのキーワードの詳細は、

ユーザーズ・ガイドまたは 
ifort の man ページを参照し

てください。 

オフ 
(-reentrancy 
none) 

-S アセンブリ (.s) ファイルへのコ

ンパイルのみ行い、リンクを行

わないようにコンパイラに指示

します。 

オフ 

-safe_cray_ptr CRAY* ポインタが他の変数と

エイリアスしないように指定しま

す。 

オフ 

-save AUTOMATIC として宣言され

ていない変数を静的メモリに格

納します (-noauto または -
noautomatic と同じです)。 
-recursive または -
openmp を指定した場合、デ

フォルトは -auto です。 

オフ(-
auto_scalar) 
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-scalar_rep 
(i32 のみ) 

ループ変換中に実行されるスカ

ラ置換を有効にします。このオ

プションを使用するには、-O3 
も指定する必要があります。 

オフ(-
scalar_rep-) 

-shared 実行ファイルの代わりに、動的

共有オブジェクト (DSO) をビル

ドするようにコンパイラに指示し

ます。 
Itanium ベース・システムでは、

共有ライブラリに含める各オブ

ジェクト・ファイルをコンパイル

する際に -fpic オプションを

指定する必要があります。 

オフ 

-shared-libcxa インテルの libcxa C++ ライ

ブラリを動的にリンクし、-
static を使用している場合に

デフォルト動作を上書きします。

このオプションは、-static-
libcxa の逆の効果が得られ

ます。 

オン 

-sox[-] 
(i32, i32em) 

コンパイラ・オプションとバージョ

ンを実行ファイルに保存するよ

うにコンパイラに指示します。 

オフ (-sox-) 

-stand [keyword] 非標準の言語要素を発見した

ときにメッセージを発行するよう

にコンパイラに指示します。
keyword: f90, f95, none 
これらのキーワードの詳細は、

ユーザーズ・ガイドまたは 
ifort の man ページを参照し

てください。 

オフ (-stand 
none) 

-static 共有ライブラリとリンクしないよ

うにします。ライブラリをすべて

静的にリンクします。 

オフ 

-static-libcxa インテルの libcxa C++ ライ

ブラリを静的にリンクします。 
このオプションは、-shared-
libcxa の逆の効果が得られ

ます。 

オフ 

-std90 Fortran 90 に準拠していない

言語要素を発見したときにメッ

オフ 
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セージを発行するようにコンパ

イラに指示します (-stand 
f90 オプションと同じです)。 

-std95 または -std Fortran 95 に準拠していない

言語要素を発見したときにメッ

セージを発行するようにコンパ

イラに指示します (-stand 
f95 オプションと同じです)。こ

のオプションは、-warn 
stderrors を指定した場合に

設定されます。 

オフ 

-syntax_only ソース・ファイルの正しい構文

のみをチェックするように指定し

ます (-syntax および -y オ
プションと同じです)。コードおよ

びオブジェクト・ファイルは生成

されません。また、 適化機構

によって行われたエラー・チェッ

クは無視します。このオプション

を使用すると、迅速にソース・

ファイルの構文チェックを行うこ

とができます。 

オフ (-no 
syntax_only) 

-T file 指定した file からリンク・コマ

ンドを読むようにリンカに指示し

ます。 

オフ 

-tcheck (*新規) マルチスレッド・アプリケーショ

ンの解析を有効にします。 
このオプションを使用するに

は、インテル・スレッド化ツール

の 1 つである、インテル® ス
レッド・チェッカーがインストール

されている必要があります。ス

レッド化ツールがインストールさ

れていない場合、このオプショ

ンは効果がありません。 

オフ 

-Tffile file を Fortran ソース・ファイ

ルとしてコンパイルするように指

示します。非標準のサフィックス

を含むファイルがある場合、こ

のオプションは役立ちます。 

オフ 

-threads マルチスレッド・ライブラリをリン オフ 
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クするように指定します。このオ

プションは -reentrancy オプ

ションを設定します。 

(-nothreads) 

-tpp{1|2} 
(i64 のみ) 

-tpp1 - インテル Itanium プロ

セッサ向けに 適化します。 
-tpp2 - インテル Itanium 2 プ
ロセッサ向けに 適化します。 

-tpp2

-tpp{5|6|7} 
(i32, i32em) 

-tpp5 - インテル Pentium プ
ロセッサ向けに 適化します。 
-tpp6 - インテル Pentium Pro 
プロセッサ、インテル Pentium 
II プロセッサ、およびインテル 
Pentium III プロセッサ向けに

適化します。 
-tpp7 - インテル Pentium 4 
プロセッサ、インテル® Xeon™ 
プロセッサ、インテル Pentium 
M プロセッサ、およびストリーミ

ング SIMD 拡張命令 3 (SSE3) 
をサポートするインテル 
Pentium 4 プロセッサ向けに

適化します。 

インテル EM64T システムで

は、-tpp7 オプションのみ利用

できます。 

-tpp7

-traceback ランタイム時に重大なエラーが

発生したとき、ソース・ファイル

のトレースバック情報を表示で

きるように、オブジェクト・ファイ

ル内に補足情報を生成するよう

にコンパイラに指示します。 

オフ(-
notraceback) 

-tune keyword 
(i32 のみ) 

コンパイラが命令を生成する

アーキテクチャのバージョンを

決定します。keyword: 
pn1 - インテル Pentium プロ

セッサ向けに 適化します。 
pn2 - インテル Pentium Pro プ
ロセッサ、インテル Pentium II 
プロセッサ、およびインテル 
Pentium III プロセッサ向けに

-tune pn4
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適化します。 
pn3 - インテル Pentium Pro プ
ロセッサ、インテル Pentium II 
プロセッサ、およびインテル 
Pentium III プロセッサ向けに

適化します。これは -tune 
pn2 オプションを指定するのと

同じです。 
pn4 - インテル Pentium 4 プロ

セッサ向けに 適化します。 
-u 変数のデフォルト型を未定義 

(IMPLICIT NONE) に設定しま

す。これは -implicitnone 
オプションを指定するのと同じ

です。 

オン 

-Uname 事前定義済みマクロ name を
削除します。 

オフ 

-unroll[n] ループのアンロール回数の上

限を設定します。 
n=0 (-unroll0) は、ループ

のアンロールを無効にします。 
n を省略すると、コンパイラはデ

フォルトのヒューリスティックを

使用します。 
Itanium ベース・システムでは、

コンパイラは現在 n=0 のみを

認識します。その他の値は無視

されます。 

-unroll

-uppercase 識別子内の大文字・小文字の

違いを無視し、外部名を大文字

に変換するようにコンパイラに

指示します (-names 
uppercase オプションと同じ

です)。 

オフ 
(-lowercase  
または  
-names 
lowercase) 

-us ユーザ定義の外部名に下線文

字を追加するようにコンパイラ

に指示します。 
このオプションは、-assume 
underscore オプションと同じ

で、-nus オプションと逆です。 

オフ 

-use_asm アセンブラからオブジェクト・ファ オフ 
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イルを生成するようにコンパイ

ラに指示します。 
-V コンパイラのバージョン情報を

表示します。 
オフ 

-v ツール・コマンドを表示し、実行

するようにドライバに指示しま

す。 

オフ 

-vec_report[n] 
(i32, i32em) 

ベクトライザの診断情報の量を

指定します。n は 1、2、3、4、ま

たは 5 のいずれかです。 
0 - 診断情報を表示しません 
1 - ベクトル化ループを示します 
2 - ベクトル化および非ベクトル

化ループを示します 
3 - ベクトル化および非ベクトル

化ループを示し、データの依存

関係の情報を抑止します 
4 - 非ベクトル化ループを示しま

す 
5 - 非ベクトル化ループを示し、

データの依存関係の情報を抑

止します。 

-vec_report1

-vms ランタイム・システムで、

OpenVMS* Alpha システムお

よび VAX* システム (VAX 
FORTRAN*) 上の HP* 
Fortran のような動作を行いま

す。 
このオプションの影響について

の詳細は、ユーザーズ・ガイド

または ifort の man ページ

を参照してください。 

オフ 

-w すべての警告メッセージを無効

にします (-nowarn および -
warn nogeneral オプション

と同じです)。 

オフ 

-Wn 警告メッセージの表示を無効 
(n =0) または有効 (n =1) にし

ます。 
-W1 は、-warn general を
指定するのと同じです。 

-W1
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-W0 は、-warn 
nogeneral、-nowarn、また

は -w を指定するのと同じで

す。 
-w90 または  
-w95

Fortran 95 で推奨されない、ま

たは使用されていない Fortran 
機能に関する警告メッセージを

抑止します。 

オフ 

-warn keyword コンパイラによって発行される

警告メッセージのレベルを指定

します。 
keyword: all, none, 
[no]alignments, 
[no]declarations, 
[no]errors, 
[no]general, 
[no]ignore_loc, 
[no]stderrors, 
[no]truncated_source, 
[no]uncalled, 
[no]unused, [no]usage 
これらのキーワードの詳細は、

ユーザーズ・ガイドまたは 
ifort の man ページを参照し

てください。 

オフ 
(-warn none  
または  
-nowarn) 

-what Fortran コマンドとコンパイラの

バージョン文字列を表示しま

す。 

オフ 

-Wl o1 [, o2,...] リンカに -o1、-o2、その他の

オプションを渡します。 
オフ 

-Wp o1 [, o2,...] プリプロセッサに -o1、-o2、そ

の他のオプションを渡します。 
オフ 

-X インクルード・ファイルの検索パ

スから標準ディレクトリを除外し

ます (-nostdinc オプションと

同じです)。 
-X オプションと -I オプション

を併用すると、インクルード・

ファイルのデフォルトのパスで

はなく別のパスを検索するよう

にコンパイラに指示できます。 

オフ 

-x{K|W|N|B|P} プログラムを実行するプロセッ オフ 
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(i32, i32em) サ専用の 適化されたコードを

生成します。プロセッサの種類

は以下の値のいずれか 1 つで

示されます。 

K - インテル Pentium III およ

び互換性のあるインテル・プロ

セッサ。 

W - インテル Pentium 4 プロ

セッサおよび互換性のあるイン

テル・プロセッサ。 

N - インテル Pentium 4 プロ

セッサおよび互換性のあるイン

テル・プロセッサ。 

B - インテル Pentium M プロ

セッサおよび互換性のあるイン

テル・プロセッサ。 

P - ストリーミング SIMD 拡張

命令 3 (SSE3) をサポートする

インテル Pentium 4 プロセッ

サ。 

-xN、-xB、または -xP オプ

ションを使用してメイン・プログ

ラムをコンパイルすると、プログ

ラムは互換性のないプロセッサ

を検出して、実行時に致命的な

エラーのメッセージを出力しま

す。 
これらのオプションは、インテ

ル・プロセッサ固有の 適化に

加えて、新しい 適化も有効に

します。 

インテル EM64T システムで

は、-xP および -xW オプション

のみ利用できます。 
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詳細は、ユーザーズ・ガイドま

たは ifort の man ページを

参照してください。 
-Xlinker value リンカに直接値 (value) を渡し

ます。 
オフ 

-y ソース・ファイルの正しい構文

のみをチェックするように指定し

ます (-syntax_only および 
-syntax オプションと同じで

す)。 

オフ 

-zero INTEGER、REAL、

COMPLEX、または LOGICAL 
組み込み型のローカル・スカラ

変数で、保存はされているがま

だ初期化されていない変数を、

すべてゼロに初期化します。 
すべてのローカル変数を 
SAVE としてマークするには、

コマンドラインで -save を使用

します。 

オフ (-zero-) 

-Zp[n] レコードのフィールドおよび派生

型のコンポーネントを、指定さ

れた境界またはそれらが自然

にアライメントされる境界のう

ち、サイズがより小さくなる境界

でアライメントします (-align 
recnbyte オプションと同じで

す)。 
n は、1、2、4、8、または 16 の
いずれかです。 
n を指定しない場合、デフォルト

の -Zp16 が使用されます。 

-Zp16
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コンパイラ・オプションの対応表 
このセクションでは、Windows* および Linux* オペレーティング・システム上で使用す

るインテル® Fortran コンパイラ・オプションの対応表を提供します。 

次のラベルが示されたコンパイラ・オプションは、特定のシステムでのみ利用可能で

す。 

ラベル 意味 
i32 IA-32 ベース・システムで利用可能なオプションです。 

i32em インテル® エクステンデッド・メモリ 64 テクノロジ (インテル® EM64T) 対
応の IA-32 ベース・システムで利用可能なオプションです。 

i64 Itanium® ベース・システムで利用可能なオプションです。 

ラベルがない場合、そのオプションはすべてのサポートされているシステムで利用可

能です。 

ラベルに "のみ" とある場合、そのオプションはラベルで示されたシステムでのみ利用

可能です。 

各オプションについての詳細は、クイック・リファレンス・ガイド (アルファベット順)、『イ

ンテル® Fortran コンパイラ・ユーザーズ・ガイド』の Vol. I と Vol. II および ifort の 
man ページを参照してください。Windows 版のコンパイラ・オプションについては、

Windows 版インテル Fortran コンパイラに含まれているドキュメントを参照してくださ

い。 

この表は、Linux 版のコンパイラ・オプション ("Linux オプション" 欄) のアルファベット

順で記載されています。 

この表で使用されている表記については、「表記規則」を参照してください。 

Linux オプション Windows オプション 説明 デフォルト 
-1 /1 DO ループの反復を少なく

とも 1 回実行します。 
オフ 

-66 なし FORTRAN-66 セマンティ

クスを使用するようにコン

パイラに指示します。 

オフ 

-72, -80, -132 /4L{72|80|132} 各固定形式ソース行のス

テートメント・フィールドの

-72 
/4L72
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終点を、列番号 72、80、ま

たは 132 として処理しま

す。 
-align 
keyword

/align:keyword データ項目をアライメント

する方法をコンパイラに指

示します。 

keyword: 
nocommons 
nodcommon
s 
records 
rec8byte 
nosequenc
e

-ansi_alias[-
]

/Qansi_alias[-] プログラムが Fortran 95 
標準の別名規則に準拠し

ていないと仮定するように

コンパイラに指示します。 

オン 

-arch keyword
(i32 のみ) 

/arch:keyword 
(i32 のみ) 

コンパイラが命令を生成す

るアーキテクチャのバー

ジョンを決定します。 

keyword: 
pn4

-assume 
keyword

/assume:keyword コンパイラによって行われ

る仮定を指定します。 
オフ 

-auto /Qauto SAVE として宣言されてい

ない変数をランタイム・ス

タックに配置します。 
デフォルト設定は他のコン

パイラ・オプションの影響を

受ける場合があります。 

オフ 

-auto_ilp32 
(i32em, i64) 

/Qauto_ilp32 
(i32em, i64) 

32 ビット・アドレス空間を

超えることができないアプ

リケーションを指定します。 

オフ 

-auto_scalar /Qauto_scalar INTEGER、REAL、

COMPLEX、または 
LOGICAL 組み込み型の

ローカル・スカラ変数を、

AUTOMATIC にします。 
デフォルト設定は他のコン

パイラ・オプションの影響を

受ける場合があります。 

オン 

-autodouble /Qautodouble REAL 変数を REAL 
(KIND=8) として定義しま

す。 

オフ 

-automatic /automatic SAVE として宣言されてい オフ 
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ない変数をランタイム・ス

タックに配置します。 
-axp 
(i32, i32em) 

/Qaxp 
(i32, i32em) 

パフォーマンス上の利点が

ある場合、プロセッサ固有

のコードを生成します。 p 
はプロセッサの種類を示し

ます。 

オフ 

-Bdynamic なし ランタイム時にライブラリの

動的リンクを有効にしま

す。 

オフ 

-Bstatic なし ユーザのライブラリとの静

的リンクを有効にします。 
オフ 

-c /c オブジェクト・ファイルへの

コンパイルのみ行い、リン

クを行わないようにコンパ

イラに指示します。 

オフ 

-CB /CB 配列の添字および部分文

字列の参照が宣言された

範囲内であることを確認す

るランタイム・チェックを行

います。 

オフ 

-ccdefault 
keyword

/ccdefault:keyw
ord

ユニット 6 および * で使用

されるキャリッジ制御の種

類を指定します。 
デフォルト設定は他のコン

パイラ・オプションの影響を

受ける場合があります。 

keyword: 
default

-check 
keyword

/check:keyword ランタイム時の状態を確認

します。 
オフ 

-common_args /Qcommon_args プロシージャへの仮引数

が他の仮引数と、または指

定された COMMON 変数

とメモリ位置を共有するこ

とをコンパイラに通知しま

す。 

オフ 

-
complex_limit
ed_ 
range

/Qcomplex_ 
limited_range

複素数のデータ・タイプを

使用するいくつかの算術

演算で、基本代数展開の

使用を有効にします。 

オフ 

-convert /convert:keywor 数値データが含まれてい オフ 
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keyword d る書式なしファイルの形式

を指定します。 
-cpp /Qcpp コンパイル前にソース・ファ

イルで Fortran プリプロ

セッサを実行します。 

オフ 

-
Dname[=value]

/Dname[=value] 条件付きコンパイル・ディ

レクティブまたは Fortran 
プリプロセッサで使用する

定義として、name および

オプションの value を定

義します。 

オフ 

-d_lines /d_lines ソース・コードの列 1 の文

字 D で示されたデバッグ

文をコンパイルします。 

オフ 

-DD /Qd_lines ソース・コードの列 1 の文

字 D で示されたデバッグ

文をコンパイルします。 

オフ 

-debug 
keyword

なし デバッグを拡張する設定を

指定します。 
オフ 

-double_size 
size

/double_size:si
ze

DOUBLE PRECISION 型
および DOUBLE 
COMPLEX 型の宣言、定

数、関数、および組み込み

関数のサイズを定義しま

す。 

size: 64

-dryrun なし ドライバ・ツール・コマンド

を表示します。ツールを実

行しません。 

オフ 

-dynamic 
-linkerfile

なし デフォルト以外の file の
ダイナミック・リンカを指定

します。 

オフ 

-dyncom 
"a,b,c"

/Qdyncom:A,B,C ランタイムで指定された 
COMMON ブロックの動的

割り当てを有効にします。 

オフ 

-E /E 出力を stdout に送るよう

に Fortran プリプロセッサ

に指示します。 

オフ 

-e95, -e90 /4Ys 非標準 Fortran 95 (-e95) 
または Fortran 90 (-e90) 

オフ 
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に対して、警告の代わりに

エラーを表示します。 
-EP /EP #line ディレクティブを省略

して、出力を stdout に送

るように Fortran プリプロ

セッサに指示します。 

オフ 

-error_limit 
n

/error_limit:n コマンドラインで指定した 1 
つのファイルで許容される

エラーまたは致命的なエ

ラーの数の 大値を指定

します。 

n: 30

-
extend_source 
size

/Qextend_source
: 
size

固定形式ソース・ファイル

のステートメント・フィール

ドの終点を制御するため

に、列番号を指定します。 

size: 72

-F なし 出力をファイルに送るよう

に Fortran プリプロセッサ

に指示します (-fpp が必

要です)。 

オフ 

-f66 /f66 FORTRAN-66 セマンティ

クスを使用するようにコン

パイラに指示します。 

オフ 

-f77rtl /f77rtl FORTRAN 77 ランタイム

動作を使用するようにコン

パイラに指示します。 

オフ 

-fast /fast プログラム全体の速度を

大限にします。 
オフ 

-fcode-asm /FAc オプションのマシン・コード

注釈を含むアセンブリ・ファ

イルを生成します。 

オフ 

-FI /FI ソース・ファイルが固定形

式であること指定します。 
ファイル・サ

フィックスに

よって決定さ

れます 
-fixed /fixed ソース・ファイルが固定形

式であること指定します。 
ファイル・サ

フィックスに

よって決定さ

れます 
-
fltconsistenc

/fltconsistency 浮動小数点の一貫性を向 オフ 
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y 上させます。 
-fminshared なし コンパイル単位をメイン・プ

ログラムのコンポーネント

として処理し、共有可能な

オブジェクトの一部としてリ

ンクしないように指定しま

す。 

オフ 

-fno-alias なし プログラム内のエイリアシ

ングを仮定しないように指

定します。 

-falias

-fno-fnalias なし 関数内のエイリアシングを

仮定しないで、複数の呼び

出しにわたるエイリアシン

グを仮定するように指定し

ます。 

-ffnalias

-fnsplit 
(i64 のみ) 

/Qfnsplit 
(i64 のみ) 

関数分割を有効にします。 オフ 

-fp 
(i32, i32em) 

/Oy- 
(i32 のみ) 

EBP レジスタを汎用レジス

タではなくスタック・フレー

ム・プリンタとして使用でき

るようにします。 

オフ 

-fp_port 
(i32 のみ) 

/Qfp_port 
(i32 のみ) 

浮動小数点演算の後に、

浮動小数点の結果を丸め

ます。そのため、代入時と

型変換時にユーザが宣言

した精度に丸められます。

速度に多少影響がありま

す。 

オフ 

-fpconstant /fpconstant 倍精度変数に代入された

単精度定数のために、精

度を倍精度に拡張するよう

にコンパイラに指示しま

す。 

オフ 

-fpen /fpe:n メイン・プログラムのランタ

イムの浮動小数点例外処

理を指定します。 

-fpe3 
/fpe:3

-fpic, -fPIC なし 位置に依存しないコードを

生成します。 
オフ 

-fpp[n] /Qfpp[:n] コンパイル前にソース・ファ

イルで Fortran プリプロ

オフ 
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セッサを実行します。 
-fpscomp 
keyword

/fpscomp[:keywo
rd]

Microsoft* Fortran 
PowerStation またはイン

テル Fortran との互換性

のレベルを指定します。 

keyword: 
libs

-fpstkchk 
(i32 のみ) 

/Qfpstkchk 
(i32 のみ) 

FP (浮動小数点) スタック

が予測された状態であるこ

とを保証するためにすべて

の関数呼び出しの後に補

足コードを生成します。 

オフ 

-FR /FR ソース・ファイルが自由形

式であることを指定しま

す。 

ファイル・サ

フィックスに

よって決定さ

れます 
-fr32 
(i64 のみ) 

なし 上位の浮動小数点レジス

タの使用を無効にします。 
オフ 

-free /free ソース・ファイルが自由形

式であることを指定しま

す。 

ファイル・サ

フィックスに

よって決定さ

れます 
-fsource-asm /FAs オプションのソース・コード

注釈を含むアセンブリ・ファ

イルを生成します。 

オフ 

-ftz /Qftz 浮動小数点アンダーフ

ローの結果をゼロに設定し

ます。 

オフ 

-fverbose-asm なし コンパイラ注釈を含むアセ

ンブリ・ファイルを生成しま

す。コンパイラ注釈には、

オプションやバージョン情

報などが含まれています。 

オフ 

-fvisibility=
keyword 
-fvisibility-
keyword=file

なし グローバル・シンボルのデ

フォルトの可視属性を指定

します。2 番目の形式は、

ファイル内にあるシンボル

の可視属性を指定します。 

オフ 

-g /Zi, /Z7 シンボリック・デバッグ情報

をオブジェクト・ファイル内

に生成します。 

オフ 
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-help /help コンパイラ・オプションのリ

ストを出力します。 
オフ 

-Idir /Idir コンパイラがライブラリやイ

ンクルード・ファイルを検索

するディレクトリを指定しま

す。 

オフ 

-i_dynamic なし インテルのライブラリを動

的にリンクします。 
オフ 

-i{2|4|8} /4I{2|4|8} 整数変数および定数のデ

フォルトの KIND を (バイト

単位で) 定義します。 

-i4 
/4I4

-implicitnone なし 変数のデフォルト型を未定

義 (IMPLICIT NONE) に
設定します。 

オフ 

-inline 
_debug_info

/Qinline_ 
debug_info

インライン・コードの拡張

ソース位置情報を出力しま

す。 

オフ 

-intconstant /intconstant FORTRAN 77 セマンティ

クスを使用して整数定数の 
KIND を決定するようにコ

ンパイラに指示します。 

オフ 

-integer_size 
size

/integer_size:s
ize

INTEGER および 
LOGICAL 型の変数のサ

イズを定義します。 

size: 32

-ip /Qip 単一ファイルのプロシー

ジャ間の 適化を有効に

します。 

オフ 

-
ip_no_inlinin
g

/Qip_no 
_inlining

-ip によって有効にされた

全体または部分的なインラ

イン展開を無効にします。 

オフ 

-
ip_no_pinlini
ng

/Qip_no 
_pinlining

部分的なインライン展開を

無効にします。 
オフ 

-
IPF_flt_eval_
method0 
(i64 のみ) 

/QIPF_flt_eval_
method0 
(i64 のみ) 

プログラムで宣言された変

数型によって指定された精

度で、浮動小数点式の演

算子に関する表現を評価

するようにコンパイラに指

示します。 

オフ 

-IPF_fltacc /QIPF_fltacc 浮動小数点の精度に影響 オフ 
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(i64 のみ) (i64 のみ) を与える 適化を無効にし

ます。 
-IPF_fma 
(i64 のみ) 

/QIPF_fma 
(i64 のみ) 

浮動小数点乗算と加算/減
算の組み合わせを有効に

します。 
このオプションは他のコン

パイラ・オプションの影響を

受ける場合があります。 

オフ 

-
IPF_fp_relaxe
d 
(i64 のみ) 

/QIPF_fp_relaxe
d 
(i64 のみ) 

divide や sqrt のような数

学関数について、より高速

で少し精度が低いコード・

シーケンスを使用します。 

オフ 

-IPF_fp_ 
speculationmo
de 
(i64 のみ) 

/QIPF_fp_ 
speculationmode
(i64 のみ) 

浮動小数点のスペキュ

レーションを有効または無

効にします。 

mode: fast

-ipo[n] /Qipo[n] ファイル間のマルチファイ

ル IPO を有効にします。 
オフ 

-ipo_c /Qipo_c 後のリンク段階で使用でき

るマルチファイル・オブジェ

クト・ファイルを生成しま

す。 

オフ 

-ipo_obj /Qipo_obj 実際のオブジェクト・ファイ

ルを生成します。-ipo が
必要です。 

オフ 

-ipo_S /Qipo_S 後のリンク段階で使用でき

るマルチファイル・アセンブ

リ・ファイルを生成します。 

オフ 

-ipo_separate /Qipo_separate ソース・ファイルごとに 1 つ
のオブジェクト・ファイルを

生成します。 

オフ 

-
ivdep_paralle
l 
(i64 のみ) 

/Qivdep_paralle
l 
(i64 のみ) 

IVDEP ディレクティブの後

のループにループ・キャ

リー・メモリ依存がないこと

をコンパイラに通知しま

す。 

オフ 

-Kpic, -KPIC なし これは古いオプションで

す。代わりに -fpic を使

用してください。 

オフ 

-Ldir なし 標準ディレクトリを検索す オフ 
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る前に、ライブラリを検索

する場所をリンカに指示し

ます。 
-lowercase /Qlowercase 識別子内の大文字・小文

字の違いを無視し、外部名

を小文字に変換するように

コンパイラに指示します。 

Linux: オン 
Windows: オ
フ 

-logo /logo コンパイラのバージョン情

報を表示します。 
Linux: オフ 
Windows: オ
ン 

-
mixed_str_len
_arg

/iface:mixed_ 
str_len_arg

文字引数の隠された文字

長を、引数リストの対応す

る文字引数の直後に配置

するようにコンパイラに指

示します。 

オフ 

-module dir /module:path モジュール・ファイルを作

成したときに、格納したり、

検索したりするディレクトリ

を指定します。 

オフ 

-mp /Op 一部の 適化を無効にし

て浮動小数点の精度を維

持します。パフォーマンス

に影響を与える場合があり

ます。 

オフ 

-mp1 /Qprec 浮動小数点の精度を向上

します。-mp よりも禁止さ

れる 適化処理が少なく、

パフォーマンスに与える影

響も小さくなります。 

オフ 

-names 
keyword

/names:keyword ソースコード識別子と外部

名をどのように解釈するか

を指定します。 

オフ 

-nbs /nbs バックスラッシュ文字をエ

スケープ文字ではなく、通

常の文字として処理するよ

うにコンパイラに指示しま

す。 

オン 

-no_cpprt なし C++ ランタイム・ライブラリ

をリンクしないようにしま

す。 

オフ 
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-noalign /align:none データ項目のアライメント

を抑止します。 
オフ 

-noaltparam /noaltparam パラメータ定数宣言 (括弧

なし) の代替形式を識別し

ないように指定します。 

オフ 

-nobss_init /Qnobss_init 明示的にゼロに初期化さ

れる変数を DATA セクショ

ンに配置します。 

オフ 

-
nodefaultlibs

なし リンク時に標準ライブラリ

を使用しないようにしま

す。 

オフ 

-nodefine /nodefine すべてのプリプロセッサ定

義を -fpp のみに適用し、

条件付きコンパイル・ディ

レクティブに適用しないよう

に指定します。 

オフ 

-nodps /Qdps- パラメータ定数宣言 (括弧

なし) の代替形式を識別し

ないように指定します。 

オフ 

-nofor_main なし メイン・プログラムが 
Fortran で記述されていな

い場合に指定し、

for_main.o をアプリ

ケーションにリンクしないよ

うにコンパイラに指示しま

す。 

オフ 

-noinclude /noinclude INCLUDE 文で指定され

たファイルをインクルード・

パスに追加されたディレク

トリで検索しないようにコン

パイラに指示します。 

オフ 

-nolib_inline /Oi- 組み込み関数のインライン

展開を無効にします。 
オフ 

-nostartfiles なし リンク時に標準起動ファイ

ルを使用しないようにコン

パイラに指示します。 

オフ 

-nostdinc なし インクルード・ファイルの検

索パスから標準ディレクト

リを除外します  

オフ 
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-nostdlib なし リンク時に標準ライブラリ

および標準起動ファイルを

使用しないようにコンパイ

ラに指示します。 

オフ 

-nus なし 外部サブルーチン名に下

線を追加しないようにしま

す。 

オン 

-oname なし 出力ファイルの名前を指定

します。 
オフ 

-O0 /Od -On で指定した 適化を

無効にします。 
オフ 

-O1 /O1 IA-32 システムでは、速度

の 適化を有効にします。 
Itanium ベース・システム

では、サーバ・アプリケー

ションの 適化、および速

度の 適化を有効にし、

コードサイズも抑えるよう

にします。 

オフ 

-O2 /O2 速度の 適化を有効にし

ます。 
デフォルト設定は他のコン

パイラ・オプションの影響を

受ける場合があります。 

オン 

-O3 /O3 -O2 の 適化に加えて、

より強力な 適化を有効

にします。 

オフ 

-onetrip /Qonetrip DO ループの反復を少なく

とも 1 回実行します。 
オフ 

-openmp /Qopenmp パラレライザが OpenMP* 
ディレクティブに基づいて

マルチスレッド・コードを生

成できるようにします。 

オフ 

-
openmp_profil
e

/Qopenmp_profil
e

OpenMP* アプリケーショ

ンの解析を有効にします。 
オフ 

-openmp 
_report[n]

/Qopenmp 
_reportn

OpenMP パラレライザの

診断メッセージのレベルを

制御します。 

n: 1

-openmp_stubs /Qopenmp_stubs シーケンシャル・コードを生 オフ 
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成するようにコンパイラに

指示します。 
-opt_report /Qopt_report 適化レポートを生成して 

stderr に送るようにコン

パイラに指示します。 

オフ 

-opt_report_ 
filefile

/Qopt_report_ 
filefile

適化レポートを生成して

名前を file にするように

コンパイラに指示します。 

オフ 

-
opt_report_he
lp

/Qopt_report_ 
help

レポートの作成に利用可

能な 適化機構の論理名

をリストします (-
opt_report_phase 
用)。 

オフ 

-opt_report_ 
levellevel

/Qopt_report_ 
levellevel

適化レポートの詳細レベ

ルを指定します。 
level: min

-opt_report_ 
phasephase

/Qopt_report_ 
phasephase

レポートを生成する 適化

フェーズを指定します。 
オフ 

-opt_report_ 
routine[routi
ne]

/Qopt_report_ 
routineroutine

指定したルーチン 
(routine) を含むルーチ

ンのレポートを作成しま

す。 

オフ 

-p なし gprof(1) を使用して、

関数のプロファイリングが

できるようにコンパイルとリ

ンクを行います。 

オフ 

-P /P 出力をファイルに送るよう

に Fortran プリプロセッサ

に指示します (-fpp が必

要です)。 

オフ 

-pad /Qpad 変数と配列のメモリ・レイア

ウトの変更を有効にしま

す。 

オフ 

-pad_source /Qpad_source ステートメント・フィールド

の幅より短い固定形式の

ソース・レコードに対して、

スペースをステートメント・

フィールドの終わりに追加

するように指定します。 

オフ 

-
par_report[n]

Qpar_ 
reportn

OpenMP パラレライザの

診断メッセージのレベルを

n: 1
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制御します。 
-
par_threshold
[n]

/Qpar_ 
threshold[:n] ま
たは  
/Qpar_ 
threshold[n]

並列でのループの実行が

効果的である可能性に基

づいてループの自動並列

化のしきい値を設定しま

す。 

n: 100

-parallel /Qparallel 並列で安全に実行できる

ループのマルチスレッド・

コードを生成するように自

動パラレライザに指示しま

す。 

オフ 

-pcn 
(i32, i32em) 

/Qpcn 
(i32 のみ) 

浮動小数点の仮数部の精

度を制御できるようにしま

す。 

n: 64

-pg なし gprof(1) を使用して、

関数のプロファイリングが

できるようにコンパイルとリ

ンクを行います。 

オフ 

-prec_div 
(i32, i32em) 

/Qprec_div 
(i32, i32em) 

浮動小数点除算から乗算

へ変換する 適化処理を

無効にして、より正確な除

算結果を取得します。速度

に多少影響します。 

オフ 

-prefetch- 
(i32 のみ) 

/Qprefetch- 
(i32 のみ) 

プリフェッチ挿入による

適化を無効にします。 (-
O3 が必要です)。 

オフ 

-
preprocess_on
ly

なし 出力をファイルに送るよう

に Fortran プリプロセッサ

に指示します (-fpp が必

要です)。 

オフ 

-prof_dir dir /Qprof_dir dir 出力ファイル (*.dyn およ

び *.dpi) のプロファイリン

グに使用するディレクトリを

指定します。 

オフ 

-prof_file 
file

/Qprof_file 
file

プロファイリング・サマリ・

ファイルのファイル名 
(file) を指定します。 

オフ 

-
prof_format_3
2 

/Qprof_format_3
2 
(i32, i64) 

32 ビット・カウンタ付きの

プロファイル・データを生成

します。また、以前のバー

オフ 
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(i32, i64) ジョンのコンパイラとの互

換性を維持します。 
-prof_gen /Qprof_gen プロファイリング用にプロ

グラムをインストルメントし

ます。 

オフ 

-prof_use /Qprof_use 適化中にプロファイリン

グ情報が使用できるように

します。 

オフ 

-Qinstalldir なし コンパイラのインストール

先のルート・ディレクトリと

して dir を設定します。 

オフ 

-
Qlocation,str
,dir

/Qlocation,tool
,dir

指定したツール (str/tool) 
の場所としてディレクトリを

設定します。 

オフ 

-
Qoption,str,o
pts

/Qoption,tool,o
ptions

指定したツール (str/tool) 
にオプションを渡します。 

オフ 

-qp なし gprof(1) を使用して、

関数のプロファイリングが

できるようにコンパイルとリ

ンクを行います。 

オフ 

-r8 /4R8 REAL 型の宣言、定数、関

数、および組み込み関数

を DOUBLE PRECISION 
(REAL*8) として定義し、

COMPLEX 型の宣言、定

数、関数、および組み込み

関数を DOUBLE 
COMPLEX 
(COMPLEX*16) として定

義します。 

オフ 

-r16 /4R16 REAL 型および DOUBLE 
PRECISION 型の宣言、

定数、関数、および組み込

み関数を REAL*16 として

定義し、COMPLEX 型お

よび DOUBLE 
COMPLEX 型の宣言、定

数、関数、および組み込み

関数を COMPLEX*32 と
して定義します。 

オフ 
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-rcd 
(i32 のみ) 

/Qrcd 
(i32 のみ) 

浮動小数点から整数への

変換を高速にします。 
オフ 

-real size 
size

/real size:size REAL および COMPLEX 
型の宣言、定数、関数、お

よび組み込み関数のサイ

ズを定義します。 

size: 32

-recursive /recursive 再帰的な実行が行われる

可能性を念頭に置いて、

すべてのルーチンをコンパ

イルするように指定しま

す。 

オフ 

-reentrancy 
keyword

/reentrancy:key
word

マルチスレッド・アプリケー

ションをサポートする再入

力可能コードを生成するよ

うにコンパイラに指示しま

す。 

オフ 

-S /S アセンブリ (.s) ファイルへ

のコンパイルのみ行い、リ

ンクを行わないようにコン

パイラに指示します。 

オフ 

-
safe_cray_ptr

/Qsafe_cray_ptr Cray ポインタが他の変数

とエイリアスしないように指

定します。 

オフ 

-save /Qsave AUTOMATIC として宣言

されていない変数を静的メ

モリに格納します。 

オフ 

-scalar_rep 
(i32 のみ) 

/Qscalar_rep 
(i32 のみ) 

ループ変換中に実行され

るスカラ置換を有効にしま

す (-O3 が必要です)。 

オフ 

-shared なし 実行ファイルの代わりに、

動的共有オブジェクトを生

成するようコンパイラに指

示します。 

オフ 

-shared-
libcxa

なし インテルの libcxa C++ ラ
イブラリを動的にリンクしま

す。 

オフ 

-sox 
(i32, i32em) 

/Qsox 
(i32, i32em) 

コンパイラ・オプションと

バージョンを実行ファイル

に保存するようにコンパイ

ラに指示します。 

オフ 
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-stand 
keyword

/stand:keyword 非標準の言語要素を発見

したときにメッセージを発

行するようにコンパイラに

指示します。 

オフ 

-static /static 共有ライブラリとリンクしな

いようにします。ライブラリ

をすべて静的にリンクしま

す。 

オフ 

-static-
libcxa

なし インテルの libcxa C++ ラ
イブラリを静的にリンクしま

す。 

オフ 

-std90 または 
-stand f90

/stand:f90 Fortran 90 に準拠してい

ない言語要素を発見したと

きにメッセージを発行する

ようにコンパイラに指示し

ます。 

オフ 

-std95 または -
std または 
-stand f95

/stand:f95 Fortran 95 に準拠してい

ない言語要素を発見したと

きにメッセージを発行する

ようにコンパイラに指示し

ます。 

オフ 

-syntax_only /syntax_only ソース・ファイルの正しい

構文のみをチェックするよ

うに指定します。 

オフ 

-T file なし 指定した file からリン

ク・コマンドを読むようにリ

ンカに指示します。 

オフ 

-tcheck /Qtcheck マルチスレッド・アプリケー

ションの解析を有効にしま

す。 

オフ 

-Tf file /Tf file file を Fortran ソース・

ファイルとしてコンパイル

するように指示します。 

オフ 

-threads /threads マルチスレッド・ライブラリ

をリンクするように指定し

ます。 

オフ 

-tpp{1|2} 
(i64 のみ) 

/G{1|2} 
(i64 のみ) 

特定のインテル® プロセッ

サ用に 適化します。 

-tpp2 
/G2

-tpp{5|6|7} 
(i32, i32em) 

/G{5|6|7} 
(i32, i32em) 

特定のインテル プロセッサ -tpp7 
/G7
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用に 適化します。 
-traceback /traceback ランタイム時に重大なエ

ラーが発生したとき、ソー

ス・ファイルのトレースバッ

ク情報を表示できるよう

に、オブジェクト・ファイル

内に補足情報を生成する

ようにコンパイラに指示し

ます。 

オフ 

-tune keyword
(i32 のみ) 

なし コンパイラが命令を生成す

るアーキテクチャのバー

ジョンを決定します。 

keyword: 
pn4

-u なし 変数のデフォルト型を未定

義 (IMPLICIT NONE) に
設定します。 

オフ 

-Uname /Uname 事前定義済みマクロ name 
を削除します。 

オフ 

-unroll[n] /unroll[:n] ループのアンロール回数

の上限を設定します。 
オフ 

-uppercase /uppercase 識別子内の大文字・小文

字の違いを無視し、外部名

を大文字に変換するように

コンパイラに指示します。 

Linux: オフ 
Windows: オ
ン 

-us /us ユーザ定義の外部名に下

線文字を追加するようにコ

ンパイラに指示します。 

オフ 

-use_asm なし アセンブラからオブジェク

ト・ファイルを生成するよう

にコンパイラに指示しま

す。 

オフ 

-V /logo コンパイラのバージョン情

報を表示します。 
オフ 

-v なし ツール・コマンドを表示し、

実行するようにドライバに

指示します。 

オフ 

-
vec_report[n]
(i32, i32em) 

/Qvec_report[n]
(i32, i32em) 

ベクトライザの診断情報の

量を指定します。 
n: 1

-vms /vms ランタイム・システムで、

OpenVMS* Alpha システ

オフ 
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ムおよび VAX* システム 
(VAX FORTRAN*) 上の 
HP* Fortran のような動作

を行います。 
-w /w すべての警告メッセージを

無効にします。 
オフ 

-Wn /Wn 警告メッセージの表示を無

効 (n=0) または有効 
(n=1) にします。 

n: 1

-w90 または -w95 /w90 または /w95 Fortran 95 で推奨されな

い、または使用されていな

い Fortran 機能に関する

警告メッセージを抑止しま

す。 

オフ 

-warn keyword /warn:keyword コンパイラによって発行さ

れる警告メッセージのレベ

ルを指定します。 

オフ 

-what /what Fortran コマンドとコンパイ

ラのバージョン文字列を表

示します。 

オフ 

-
Wl,o1[,o2,...
]

/link 
o1[,o2,...]

リンカに -o1、-o2、その

他のオプションを渡しま

す。 

オフ 

-
Wp,o1[,o2,...
]

/Qoption,fpp,o1
[,o2,...]

プリプロセッサに -o1、-
o2、その他のオプションを

渡します。 

オフ 

-X /X インクルード・ファイルの検

索パスから標準ディレクト

リを除外します  

オフ 

-xp 
(i32, i32em) 

/Qxp 
(i32, i32em) 

プログラムを実行するプロ

セッサで必要な 小セット

のプロセッサ固有の命令を

生成します。p はプロセッ

サの種類を示します。 

オフ 

-Xlinker 
value

/link value リンカに直接値 (value) 
を渡します。 

オフ 

-y /Zs ソース・ファイルの正しい

構文のみをチェックするよ

うに指定します。 

オフ 
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-zero /Qzero INTEGER、REAL、

COMPLEX、または 
LOGICAL 組み込み型の

ローカル・スカラ変数で、保

存はされているがまだ初

期化されていない変数を、

すべてゼロに初期化しま

す。 

オフ 

-Zp[n] /Zp[n] レコードのフィールドおよび

派生型のコンポーネント

を、指定された境界または

それらが自然にアライメン

トされる境界のうち、サイ

ズがより小さくなる境界で

アライメントします。 

n: 8
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サポートされなくなったコンパイラ・オプション 
このバージョンのインテル® Fortran コンパイラでは、次のコンパイラ・オプションをサ

ポートしなくなりました。 

• -axi 
• -axM 
• -xi 
• -xM 
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